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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　録画又は視聴を予約する際に、指定された周波数チャンネルで視聴可能な放送波を受信
する周波数チャンネル選局手段と、
　前記周波数チャンネル選局手段で指定された周波数チャンネルで視聴可能な放送波を受
信できない場合、チャンネルサーチを行い、視聴可能な放送波の周波数チャンネルを取得
するチャンネルサーチ手段と、
　を具備し、
　予約実行開始に先立って、指定された予約方法で予約準備を行い、前記予約準備処理が
失敗した場合には、順位付けされた予約方法のうち、指定された予約方法の次位の予約方
法による予約準備処理を行うことを特徴とするデジタル放送受信装置。
【請求項２】
　前記チャンネルサーチ手段は、指定された周波数チャンネルの放送波が前回選局された
周波数チャンネルにおける放送局からの放送波ではない場合、チャンネルサーチを行い、
視聴可能な放送波及びサービスチャンネルを取得することを特徴とする請求項１に記載の
デジタル放送受信装置。
【請求項３】
　前記チャンネルサーチ手段は、視聴可能な放送波を受信できない場合、視聴可能な放送
波を受信できるまでチャンネルサーチを一定時間毎に繰り返し行うことを特徴とする請求
項１又は請求項２に記載のデジタル放送受信装置。



(2) JP 4355272 B2 2009.10.28

10

20

30

40

50

【請求項４】
　録画又は視聴を予約する際に、放送局と予約実行開始時刻及び予約実行終了時刻の指定
を受け、録画の予約を実行する場合、プライマリサービス又はＴＳの全てを録画すること
を特徴とする請求項１から請求項３のいずれかに記載のデジタル放送受信装置。
【請求項５】
　録画又は視聴を予約する際に、系列局と予約実行開始時刻及び予約実行終了時刻の指定
を受け、指定された系列局と予約実行開始時刻及び予約実行終了時刻で予約を実行するこ
とを特徴とする請求項１から請求項３のいずれかに記載のデジタル放送受信装置。
【請求項６】
　録画又は視聴を予約する際に、リモコン番号と予約実行開始時刻及び予約実行終了時刻
の指定を受け、指定されたリモコン番号と予約実行開始時刻及び予約実行終了時刻で予約
を実行することを特徴とする請求項１から請求項３のいずれかに記載のデジタル放送受信
装置。
【請求項７】
　録画又は視聴を予約する際に、キーワードと予約実行開始時刻及び予約実行終了時刻の
指定を受け、予約実行開始に先立って行うチャンネルサーチによって番組情報を取得し、
取得した番組情報に指定されたキーワードを含む番組と予約実行開始時刻及び予約実行終
了時刻で予約を実行することを特徴とする請求項１から請求項３のいずれかに記載のデジ
タル放送受信装置。
【請求項８】
　予約実行開始に先立って行うチャンネルサーチによって放送波を取得し、取得した放送
波のうち受信状態が最もよいチャンネルで受信することを特徴とする請求項１から請求項
３のいずれかに記載のデジタル放送受信装置。
【請求項９】
　予約実行開始に先立って、指定された周波数チャンネルで視聴可能な放送波を受信する
周波数チャンネル選局手段と、
　前記周波数チャンネル選局手段で指定された周波数チャンネルで視聴可能な放送波を受
信できない場合、チャンネルサーチを行い、視聴可能な放送波の周波数チャンネルを取得
するチャンネルサーチ手段と、
　を具備し、
　予約実行開始に先立って、指定された予約方法で予約準備を行い、前記予約準備処理が
失敗した場合には、順位付けされた予約方法のうち、指定された予約方法の次位の予約方
法による予約準備処理を行うことを特徴とするデジタル放送受信装置。
【請求項１０】
　前記チャンネルサーチ手段は、指定された周波数チャンネルの放送波が、予約した際の
周波数チャンネルにおける放送局からの放送波ではない場合、チャンネルサーチを行い、
視聴可能な放送波及びサービスチャンネルを取得することを特徴とする請求項９に記載の
デジタル放送受信装置。
【請求項１１】
　前記チャンネルサーチ手段は、視聴可能な放送波を受信できない場合、視聴可能な放送
波を受信できるまでチャンネルサーチを一定時間毎に繰り返し行うことを特徴とする請求
項９又は請求項１０に記載のデジタル放送受信装置。
【請求項１２】
　予約する際に指定された内容で予約実行できない場合、既に放送中の番組又は予約実行
開始時刻あるいは予約実行終了時刻から一定時間内で放送予定の番組であり、かつ、予約
する際に指定された内容に一部一致する番組で予約を実行することを特徴とする請求項１
から請求項１１のいずれかに記載のデジタル放送受信装置。
【請求項１３】
　圏外又は放送エリア変更によって、指定された内容で予約を実行できないと判定された
場合、予約実行開始に先立って判定結果をユーザに通知することを特徴とする請求項１か
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ら請求項１２のいずれかに記載のデジタル放送受信装置。
【請求項１４】
　放送エリア変更に伴って、指定された予約内容が変更された場合、予約実行開始に先立
って予約内容が変更されたことをユーザに通知することを特徴とする請求項１から請求項
１３のいずれかに記載のデジタル放送受信装置。
【請求項１５】
　録画機能を有する外部機器に予約内容を含めた予約要求を転送することを特徴とする請
求項１から請求項１４のいずれかに記載のデジタル放送受信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、デジタル放送受信装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、テレビの視聴及び録画が可能な携帯電話等の小型携帯端末が普及しつつあり、ユ
ーザは移動中又は移動先でもテレビの電波を受信できれば場所に制約されることなくテレ
ビを視聴及び録画することができる。
【０００３】
　このような小型携帯端末に対して、地上波デジタル放送では、１つのチャンネルの帯域
（６ＭＨｚ）を１３分割したうちの１つ（１セグメント）を割り当て、データ放送サービ
スが行われる予定である。このデータ放送サービスを部分受信放送という。なお、１セグ
メントで送信される情報量は非常に少なく、番組情報などは最大でも１０番組先の情報ま
でしか含めることができない。ちなみに、番組情報としてはＰＳＩ（Program Specific I
nformation）やＳＩ（Service Information）が知られており、ＰＳＩは所望の番組を選
択するために必要な情報である。また、ＳＩは番組選択の利便性のために規定された各種
情報であり、番組名や放送局名などのＥＰＧ（Electronic Program Guide）に関連する情
報である。
【０００４】
　また、地上波デジタル放送では、放送局が映像、音声、その他の番組情報といった複数
のデータを１本のストリームに多重化する際、ＭＰＥＧのプロトコルであるＭＰＥＧ－２
　ＴＳ（Transport Stream）が用いられ、多重化されたストリームが受信側で分離され、
多重化前のデータが取得される。以下、本明細書において、単にＴＳと記載した場合は、
放送局が送出する部分受信放送のデータ全てを意味するものとする。
【０００５】
　このようにデジタル放送は複数のデータを多重化することができるため、アナログ放送
とは異なり、１つの周波数帯域でも複数のチャンネルを運用することができる。ここで、
混乱及び誤用を避けるため、本明細書におけるチャンネルの概念について定義する。チャ
ンネルには、物理的なチャンネルと論理的なチャンネルがあり、物理チャンネルはアナロ
グ放送でも用いられており、物理的な周波数の割り当てチャンネル（以下、「周波数チャ
ンネル」という）である。周波数チャンネルは、地上波デジタル放送において、１３ｃｈ
から６２ｃｈまでが割り当てられている。次に、論理チャンネルは、周波数チャンネル内
の複数の番組編成（以下、「サービス」という）を識別する論理的なチャンネルであり、
サービスチャンネルという。このような周波数チャンネルとサービスチャンネルを総称し
てチャンネルという。
【０００６】
　ちなみに、上述した周波数チャンネルをリモコンなどのワンタッチボタンの番号に割り
付けて簡易表記することがあり、この番号をリモコン番号という。リモコン番号による選
局が行われた場合、１つの周波数チャンネルに含まれる複数のサービスチャンネルのうち
、プライマリサービスと呼ばれる主サービスが選局される。さらに、このリモコン番号と
サービスチャンネルの値から計算され、ユーザが周波数チャンネル内のサービスを直接指
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定する番号を３桁番号という。参考までに図１６にチャンネルの定義を概念的に示す。図
１６では、３つのサービスとＰＳＩ情報やＳＩ情報といった番組情報とでＴＳを構成して
おり、サービスＩＤ：Ｄ９Ａ０（プライマリサービス）が一般的な放送、サービスＩＤ：
Ｄ９Ａ１が英語放送、サービスＩＤ：Ｄ９Ａ２がデータ放送を行い、番組Ａ～Ｆを放送す
る様子を示している。そして、周波数チャンネルを２１ｃｈ、リモコン番号を８、３桁番
号を６８１、６８２、６８３、サービスＩＤをＤ９Ａ０、Ｄ９Ａ１、Ｄ９Ａ２として例示
している。
【０００７】
　ところで、一般に、据置型のテレビ録画装置では、録画予約時にリモコン番号と録画開
始時刻及び録画終了時刻とを設定しておけば、所望の番組を録画することができる。これ
に対して、携帯型のテレビ録画装置では、ある放送エリアで録画予約を行い、録画開始時
までに他の放送エリアに移動してしまった場合には、録画予約時にリモコン番号と録画開
始時刻及び録画終了時刻とを設定しておいても、所望の番組を録画することができないこ
とがある。
【０００８】
　そこで、特許文献１に開示された発明がなされている。図１７は、特許文献１に記載さ
れた携帯型テレビ録画装置１０の構成を示すブロック図である。この図において、ＧＰＳ
（Global Positioning System）機能を備えた拡張モジュール１１によって、携帯型テレ
ビ録画装置１０の現在地が検出される。そして、携帯型テレビ録画装置１０は、通信部１
２から公衆回線１３を介して番組情報サーバ１４に問い合わせを行い、番組が放送される
地域、番組ＩＤ、チャンネル番号、放送開始時刻、放送時間の番組情報を保持する番組情
報サーバ１４から番組情報の供給を受け、現在地における放送チャンネル情報と放送時刻
情報が予約時と異なるか否かを判定し、異なる場合、予約情報を更新する。そして、予約
された番組が現在地で放送されない場合、ＶＴＲ１５により予約時の番組を録画する。
【０００９】
　これにより、携帯型テレビ録画装置が予約時から録画開始時までに放送エリアを越えて
移動した場合でも、予約された番組を確実に録画することができる。
【特許文献１】特開２００４－２３１１１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかしながら、上述した特許文献１に記載の携帯型テレビ録画装置では、全国の放送局
と位置情報を対応させ、それぞれの番組情報を網羅したデータベースの構築、情報の更新
及び管理を必要とするため、特許文献１に記載のサービスを提供するには労力及びコスト
を要してしまう。また、予約された番組が現在地で放送されない場合、ＶＴＲ１５により
予約時の番組を録画することにより、予約された番組を確実に録画することができるもの
の、外出中に携帯型テレビ録画装置で録画を行い、録画した番組を外出中に携帯型テレビ
録画装置で視聴することは想定されていない。さらに、ＧＰＳを搭載することから装置の
コスト及び規模が増大してしまう。
【００１１】
　本発明はかかる点に鑑みてなされたものであり、放送エリアを越えて移動する場合でも
、位置情報を用いることなく、現在地における放送波を高い確率で取得するデジタル放送
受信装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の第１の態様は、録画又は視聴を予約する際に、指定された周波数チャンネルで
視聴可能な放送波を受信する周波数チャンネル選局手段と、前記周波数チャンネル選局手
段で指定された周波数チャンネルで視聴可能な放送波を受信できない場合、チャンネルサ
ーチを行い、視聴可能な放送波の周波数チャンネルを取得するチャンネルサーチ手段と、
を具備し、予約実行開始に先立って、指定された予約方法で予約準備を行い、前記予約準
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備処理が失敗した場合には、順位付けされた予約方法のうち、指定された予約方法の次位
の予約方法による予約準備処理を行うデジタル放送受信装置である。
【００１３】
　本発明の第２の態様は、上記態様において、前記チャンネルサーチ手段が、指定された
周波数チャンネルの放送波が前回選局された周波数チャンネルにおける放送局からの放送
波ではない場合、チャンネルサーチを行い、視聴可能な放送波及びサービスチャンネルを
取得するデジタル放送受信装置である。
【００１４】
　これらの構成によれば、デジタル放送受信装置が放送エリアを越えて移動した場合でも
、チャンネルサーチを行うことにより、移動先の放送エリアに対応したチャンネルで予を
行うことができる。また、放送エリアを越えて移動することにより、指定された予約方法
で予約準備処理を行えない場合でも、順位付けされた予約方法のうち、指定された予約方
法の次位の予約方法による予約準備処理を行うことにより、指定された番組を録画する可
能性を向上させることができる。
【００１５】
　本発明の第３の態様は、上記態様において、前記チャンネルサーチ手段が、視聴可能な
放送波を受信できない場合、視聴可能な放送波を受信できるまでチャンネルサーチを一定
時間毎に繰り返し行うデジタル放送受信装置である。
【００１６】
　この構成によれば、圏外では放送波を検出することができないので、チャンネルサーチ
を一定時間毎に繰り返し行うことにより、圏外から復帰後、速やかに放送波を検出するこ
とができる。
【００１７】
　本発明の第４の態様は、上記態様において、録画又は視聴を予約する際に、放送局と予
約実行開始時刻及び予約実行終了時刻の指定を受け、録画の予約を実行する場合、プライ
マリサービス又はＴＳの全てを録画するデジタル放送受信装置である。
【００１８】
　この構成によれば、録画の予約を実行する場合、プライマリサービス又はＴＳの全てを
録画することにより、ユーザが録画時にサービスの指定を省略することができる。また、
サービスの情報を取得できない場合、移動先の放送局のサービスを選択できないことがあ
るので、予めプライマリサービス又はＴＳの全てを録画すると指定しておくことにより、
サービスを選択できない場合でも録画を行うことができる。
【００１９】
　本発明の第５の態様は、上記態様において、録画又は視聴を予約する際に、系列局と予
約実行開始時刻及び予約実行終了時刻の指定を受け、指定された系列局と予約実行開始時
刻及び予約実行終了時刻で予約を実行するデジタル放送受信装置である。
【００２０】
　この構成によれば、ユーザが移動先の放送局を認識することなく、キー局の系列として
系列局を指定すればよいので、移動先においても所望の番組で予約を実行する可能性を向
上させることができる。
【００２１】
　本発明の第６の態様は、上記態様において、録画又は視聴を予約する際に、リモコン番
号と予約実行開始時刻及び予約実行終了時刻の指定を受け、指定されたリモコン番号と予
約実行開始時刻及び予約実行終了時刻で予約を実行するデジタル放送受信装置である。
【００２２】
　この構成によれば、地上波デジタル放送では、放送波の中に周波数チャンネルをリモコ
ンキーに割り当てるリモコンキー割り当て情報が含まれており、リモコンキー番号をリモ
コン番号に割り当てるため、ユーザが移動先の放送局名を認識することなく、リモコン番
号を指定することにより、例えば、ＭＦＮ内での移動においては所望の番組で予約を実行
することができる。また、リモコンキー番号は系列局で同一番号を使用する場合が多いた
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め、移動先においても所望の番組で予約を実行する可能性を向上させることができる。
【００２３】
　本発明の第７の態様は、上記態様において、録画又は視聴を予約する際に、キーワード
と予約実行開始時刻及び予約実行終了時刻の指定を受け、予約実行開始に先立って行うチ
ャンネルサーチによって番組情報を取得し、取得した番組情報に指定されたキーワードを
含む番組と予約実行開始時刻及び予約実行終了時刻で予約を実行するデジタル放送受信装
置である。
【００２４】
　この構成によれば、ユーザが移動先の放送局等を認識することなく、指定されたキーワ
ードを含む番組で予約を実行することにより、移動先においても所望の番組で予約を実行
する可能性を向上させることができる。
【００２５】
　本発明の第８の態様は、上記態様において、予約実行開始に先立って行うチャンネルサ
ーチによって放送波を取得し、取得した放送波のうち受信状態が最もよいチャンネルで受
信するデジタル放送受信装置である。
【００２６】
　この構成によれば、チャンネルサーチによって取得した放送波のうち受信状態が最もよ
いチャンネルで受信することにより、放送エリア内であれば、確実になんらかの番組で予
約を実行することができる。
【００２７】
　本発明の第９の態様は、予約実行開始に先立って、指定された周波数チャンネルで視聴
可能な放送波を受信する周波数チャンネル選局手段と、前記周波数チャンネル選局手段で
指定された周波数チャンネルで視聴可能な放送波を受信できない場合、チャンネルサーチ
を行い、視聴可能な放送波の周波数チャンネルを取得するチャンネルサーチ手段と、を具
備し、予約実行開始に先立って、指定された予約方法で予約準備を行い、前記予約準備処
理が失敗した場合には、順位付けされた予約方法のうち、指定された予約方法の次位の予
約方法による予約準備処理を行うデジタル放送受信装置である。
【００２８】
　本発明の第１０の態様は、上記態様において、前記チャンネルサーチ手段が、指定され
た周波数チャンネルの放送波が、予約した際の周波数チャンネルにおける放送局からの放
送波ではない場合、チャンネルサーチを行い、視聴可能な放送波及びサービスチャンネル
を取得するデジタル放送受信装置である。
【００２９】
　これらの構成によれば、デジタル放送受信装置が放送エリアを越えて移動した場合でも
、チャンネルサーチを行うことにより、移動先の放送エリアにおいて予約を実行すること
ができる。また、放送エリアを越えて移動することにより、指定された予約方法で予約準
備処理を行えない場合でも、順位付けされた予約方法のうち、指定された予約方法の次位
の予約方法による予約準備処理を行うことにより、指定された番組を録画する可能性を向
上させることができる。
【００３０】
　本発明の第１１の態様は、上記態様において、前記チャンネルサーチ手段が、視聴可能
な放送波を受信できない場合、視聴可能な放送波を受信できるまでチャンネルサーチを一
定時間毎に繰り返し行うデジタル放送受信装置である。
【００３１】
　この構成によれば、圏外では放送波を検出することができないので、チャンネルサーチ
を一定時間毎に繰り返し行うことにより、圏外から復帰後、速やかに放送波を検出するこ
とができる。
【００３２】
　本発明の第１２の態様は、上記態様において、予約する際に指定された内容で予約実行
できない場合、既に放送中の番組又は予約実行開始時刻あるいは予約実行終了時刻から一
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定時間内で放送予定の番組であり、かつ、予約する際に指定された内容に一部一致する番
組で予約を実行するデジタル放送受信装置である。
【００３３】
　この構成によれば、移動先の放送エリアでは、予約時に指定した番組が放送されるとは
限らないので、既に放送中の番組又は予約実行開始時刻あるいは予約実行終了時刻から一
定時間内で放送予定の番組であり、かつ、予約する際に指定された内容に一部一致する番
組で予約を実行することにより、指定した番組あるいは指定した番組に近い内容の番組で
予約を実行することができる。
【００３４】
　本発明の第１３の態様は、上記態様において、圏外又は放送エリア変更によって、指定
された内容で予約を実行できないと判定された場合、予約実行開始に先立って判定結果を
ユーザに通知するデジタル放送受信装置である。
【００３５】
　本発明の第１４の態様は、上記態様において、放送エリア変更に伴って、指定された予
約内容が変更された場合、予約実行開始に先立って予約内容が変更されたことをユーザに
通知するデジタル放送受信装置である。
【００３６】
　これらの構成によれば、予約実行開始に先立って、ユーザは圏外又は放送エリア変更に
よって、指定された内容で予約を実行できないと認識することができるので、ユーザが対
策をとることができる。
【００３７】
　本発明の第１５の態様は、上記態様において、録画機能を有する外部機器に予約内容を
含めた予約要求を転送するデジタル放送受信装置である。
【００３８】
　この構成によれば、録画機能を有する外部機器で録画を行うことができるので、移動先
の放送エリアで所望の番組を受信することができない場合でも、所望の番組を確実に録画
することができる。
【発明の効果】
【００４１】
　本発明によれば、放送エリアを越えて移動する場合でも、位置情報を用いることなく、
現在地における放送波を高い確率で取得するデジタル放送受信装置を提供することができ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４２】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照して詳細に説明する。
【００４３】
　（実施の形態１）
　本発明の実施の形態１に係る携帯型テレビ録画装置１００は、図１に示すように、チュ
ーナ部１０２は、アンテナ１０１を介して受信した放送波からユーザによって指定された
チャンネルの周波数信号を抽出し、抽出した周波数信号の符号復調処理を行う。復調処理
された信号は多重化分離部１０３及び制御部に出力される。
【００４４】
　多重化分離部１１３は、チューナ部１１２から出力された信号を映像、音声、番組情報
などに分離し、分離した情報を制御部１１１に出力する。
【００４５】
　入力部１０４は、ボタンキー、カメラ、マイク等であり、これらによってユーザはチャ
ンネルや番組情報などの予約情報を制御部１１１に入力する。時刻情報取得部１０５は、
現在時刻を計測し、計測した現在時刻を制御部１１１に通知する。
【００４６】
　受信チャンネルリスト記憶部１０６は、受信可能（視聴可能）な放送波を検出し、リモ
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コン番号と対応付けるチャンネルサーチにより、サーチした地点及び時点で受信可能な放
送局の情報を受信チャンネルリストとして記録する。受信チャンネルリストは周波数チャ
ンネル、リモコン番号、放送局識別子、系列局識別子（affiliation_id）、サービスチャ
ンネル、番組識別子、受信レベル、キーワードなどで構成される。
【００４７】
　予約情報記憶部１０７は、入力部１０４から制御部を介して入力された予約情報を記憶
する。予約情報としては、録画開始時刻、録画終了時刻、周波数チャンネル、リモコン番
号、放送局識別子、系列局識別子、サービスチャンネル、番組識別子、キーワードなどが
あり、予約情報記憶部１０７はこれらの情報のうち、最低限、録画開始時刻、録画終了時
刻を記憶する。
【００４８】
　録画処理部１０８は、多重化分離部１０３から制御部１１１を介して出力された映像、
音声、番組情報等をＨＤＤ、ＤＶＤ、ＳＤなどの不揮発性メモリである録画記憶部１０９
に書き込む。録画読み出し処理部１１０は、録画記憶部１０９から録画データを読み出し
、読み出した録画データを制御部１１１に出力する。
【００４９】
　制御部１１１は、携帯型テレビ録画装置１００内の各部を制御することにより、テレビ
再生、テレビ録画、録画再生、録画予約などを行う。
【００５０】
　映像処理部１１２は、制御部１１１から出力され、Ｈ．２６４などで符号化された映像
ストリームを復号し、復号した信号を表示部１１３に出力し、表示部１１３は、映像処理
部１１２から出力された画像を表示する。
【００５１】
　音声処理部１１４は、制御部１１１から出力され、ＡＡＣなどで符号化された音声スト
リームを復号し、復号した信号を音声出力部１１５に出力し、音声出力部１１５は、音声
理部１１４から出力された音声を出力する。
【００５２】
　次に、上述した制御部１１１の内部構成について図２を用いて説明する。この図におい
て、全体制御部１２１は、選局制御部１２２、録画制御部１２６及び予約制御部１２８を
統合管理する。具体的には、選局制御部１２２に対して、受信チャンネルリスト内のチャ
ンネルで選局を指示し、また、視聴中に放送波の受信状態が劣化する圏外になるなどの異
常が生じた場合に切り替え選局を指示する。また、録画制御部１２６に対して、再生又は
録画を指示する。さらに、入力部１０４から入力された予約情報を予約制御部１２８を介
して予約情報記憶部１０７に書き込む一方、予約時及び録画開始時に選局により放送局の
存在等を確認し、確認結果に応じてチャンネルサーチを行い、受信チャンネルリストにな
いチャンネルを受信チャンネルリスト記憶部１０６に書き込む。
【００５３】
　選局制御部１２２は、全体制御部１２１から指示を受け、指定されたチャンネルで選局
を行う。ここでは、周波数チャンネル選局部１２３に周波数チャンネルの選局を指示し、
放送解析部１２４に放送波の解析を指示し、サービスチャンネル選局部１２５にサービス
チャンネルの選局を指示することにより、３段階で選局動作を行い、映像、音声などの再
生指示がある場合は、ストリーム制御部１２７に再生要求を行う。
【００５４】
　周波数チャンネル選局部１２３は、選局制御部１２２からの指示を受け、チューナ部１
０２に周波数チャンネルを設定し、設定した周波数チャンネルに受信可能な放送波（ＴＳ
）がある場合は、周波数チャンネル選局の成功とし、チューナ部１０２から多重化分離部
１０３へＴＳのまま出力させる。受信可能な放送波（ＴＳ）がない場合は、周波数チャン
ネル選局の失敗とし、選局制御部１２２にその旨通知する。
【００５５】
　放送解析部１２４は、選局制御部１２２の指示を受け、多重化分離部１０３の設定と、
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多重化分離部１０３によって分離されたデータの解析を行う。この解析により得られる放
送局情報、ＴＳのサービス構成などを選局制御部に通知する。また、チューナ部１０２の
状態を監視し、携帯型テレビ録画装置が圏外に移動した場合も、その旨選局制御部１２２
に通知する。
【００５６】
　サービスチャンネル選局部１２５は、選局制御部１２２の指示を受け、ＴＳ内の指定サ
ービスの映像、音声などのストリームを抽出するように多重化分離部１０３を設定すると
共に、抽出されたストリームをストリーム制御部１２７に出力するように設定する。
【００５７】
　録画制御部１２６は、全体制御部１２１から録画指示を受けると、ストリームが入力さ
れたストリーム制御部１２７に対して、入力されたストリームを録画処理部１０８に出力
するように設定する。また、全体制御部１２１から再生指示を受けると、録画読み出し処
理部１１０に録画データの読み出し指示を行い、読み出された録画データをストリーム制
御部１２７に出力させると共に、ストリーム制御部１２７に対して、読み出し処理部１１
０から出力された録画データを映像処理部１１２及び音声処理部１１４に出力するように
設定する。なお、ＴＳで録画されたデータは多重化分離部１０３で分離するようにストリ
ーム制御部１２７を設定する。
【００５８】
　ストリーム制御部１２７は、選局制御部１２２及び録画制御部１２６からの制御を受け
て、多重化分離部１０３から出力されたストリーム又は録画読み出し処理部１１０から出
力された録画データを録画処理部１０８、映像処理部１１２及び音声処理部１１４にそれ
ぞれ出力する。ここでは、映像と音声の同期処理なども行う。なお、録画読み出し処理部
１１０からＴＳが出力された場合、取得したＴＳを一旦多重化分離部１０３で分離させて
から、得られたストリームを録画処理部１０８、映像処理部１１２及び音声処理部１１４
にそれぞれ出力する。
【００５９】
　予約制御部１２８は、入力部１０４から全体制御部１２１を介して出力された予約情報
を予約情報記憶部１０７に書き込む。また、予約情報記憶部１０７に記憶された録画開始
時刻で録画を開始するように、全体制御部１２１に予約録画準備処理の開始を通知する。
【００６０】
　次に、上記構成を有する携帯型テレビ録画装置１００の予約処理について図３を用いて
説明する。図３において、ステップ（以下、「ＳＴ」と省略する）１３１では、予約時に
受信チャンネルリスト記憶部１０６に記憶された受信チャンネルリストを用いた予約（以
下、「受信チャンネルリスト内予約」という）を行うか否かをユーザに判定させる。ユー
ザが受信チャンネルリスト内予約を行う（ＹＥＳ）と判定した場合にはＳＴ１３２に移行
し、受信チャンネルリスト内予約を行わない（ＮＯ）と判定した場合にはＳＴ１３３に移
行する。
【００６１】
　ＳＴ１３２では、受信チャンネルリスト内予約を行う。受信チャンネルリスト内予約の
詳細な手順については後述する。
【００６２】
　ＳＴ１３３では、予約時に受信チャンネルリスト記憶部１０６に記憶されていない受信
チャンネルリストが必要な場合の予約（以下、「フレキシブル予約」という）を行う。フ
レキシブル予約の詳細な手順については後述する。
【００６３】
　ＳＴ１３４では、ＳＴ１３２における受信チャンネルリスト内予約の予約内容又はＳＴ
１３３におけるフレキシブル予約の予約内容を表示部１１３に表示する。
【００６４】
　ＳＴ１３５では、ＳＴ１３４において表示した予約内容で予約して良い（予約ＯＫ）か
ユーザに判定させる。ユーザが予約しても良い（ＹＥＳ）と判定した場合には、表示した
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予約内容で予約を確定し、予約処理を終了し、予約しない（ＮＯ）と判定した場合にはＳ
Ｔ１３６に移行する。ＳＴ１３６では、予約内容を削除し、予約処理を終了する。
【００６５】
　ここで、図３のＳＴ１３２における受信チャンネルリスト内予約の詳細な手順について
図４を用いて説明する。ＳＴ１４１では、ユーザが予約を所望するチャンネルをリモコン
番号又は３桁番号で入力部１０４から指定し、制御部１１１がユーザによって指定された
チャンネルに対応する周波数チャンネル及びサービスチャンネルを受信チャンネルリスト
記憶部１０６から取得する。
【００６６】
　ＳＴ１４２では、ＳＴ１４１において取得した周波数チャンネルを周波数チャンネル選
局部１２３が選局し、ＳＴ１４３では、指定された放送局があるか否かが判定される。す
なわち、選局制御部１２２がＳＴ１４２における周波数チャンネル選局が成功した場合に
は指定された放送局がある（ＹＥＳ）と判定し、ＳＴ１４４に移行する。また、選局が失
敗した場合には指定された放送局がない（ＮＯ）と判定し、ＳＴ１５０に移行する。
【００６７】
　ＳＴ１４４では、現時点が放送エリア内であり、放送エリア内での予約であるとして、
ＳＴ１４１においてユーザによって指定されたチャンネルが受信可能であることを表示部
１１３に表示する。
【００６８】
　ＳＴ１４５では、ユーザによって指定されたチャンネルで選局を行い、放送波から番組
情報の取得を行う。地上波デジタル放送の規格では、ＳＩ情報の中のイベント情報テーブ
ルであるＥＩＴ（Event Information Table）を受信することになる。ＥＩＴには、番組
名、放送日時、番組内容など、番組に関する情報が記載される。
【００６９】
　ＳＴ１４６では、ユーザに録画開始時刻と録画終了時刻の入力を要求し、ユーザからこ
れらの時刻の入力を受ける。このとき、制御部１１１は、ＳＴ１４５において取得した番
組情報を録画開始時刻と録画終了時刻の入力の要求と同時に表示部１１３に表示し、ＥＰ
Ｇによる時刻指定を行ってもよい。
【００７０】
　ＳＴ１４７では、ＳＴ１４６においてユーザによって入力された時間内の番組情報が放
送波から取得できたか否かが判定され、番組情報がある（ＹＥＳ）と判定された場合はＳ
Ｔ１４８に移行し、番組情報がない（ＮＯ）と判定された場合はＳＴ１４９に移行する。
【００７１】
　ＳＴ１４８では、番組を指定して予約し、受信チャンネルリスト内予約を終了する。ま
た、ＳＴ１４９では、サービスチャンネルまで指定して予約し、受信チャンネルリスト内
予約を終了する。
【００７２】
　ＳＴ１５０では、ＳＴ１４３において指定された放送局がないと判定されたので、選局
制御部１２２がチャンネルサーチを行い、現在地で受信可能なチャンネルを検出し、全体
制御部１２１が新しいチャンネルリストを作成する。
【００７３】
　ＳＴ１５１では、ＳＴ１５０におけるチャンネルサーチの結果に基づいて、受信可能な
チャンネルがあるか否かを選局制御部１２２が判定する。受信可能なチャンネルがない、
すなわち、圏外である（ＮＯ）と判定された場合はＳＴ１５２に移行し、受信可能なチャ
ンネルがある（ＹＥＳ）と判定された場合はＳＴ１５３に移行する。
【００７４】
　ＳＴ１５２では、現時点では圏外であるため現在地での録画が行えないので、録画開始
時には圏内に携帯型テレビ録画装置１００を移動させることを表示部１１３に表示し、Ｓ
Ｔ１５６に移行する。
【００７５】
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　ＳＴ１５３では、ＳＴ１５０において新たに作成されたチャンネルリストが既に受信チ
ャンネルリスト記憶部１０６に記憶されている情報に含まれるか否かを全体制御部１２１
が判定する。新しいチャンネルが１局でも検出された場合は、現在の放送エリアが以前に
チャンネルリストを作成した放送エリアと異なることを意味する。逆に、新たに作成され
たチャンネルリストが以前のチャンネルリストに全て含まれる場合は、ＳＴ１４１におい
てユーザによって指定されたチャンネルが放送休止中又は停波状態であると判断する。新
たに作成されたチャンネルリストが記憶されていない（ＮＯ）と判断された場合ＳＴ１５
４に移行し、既に記憶されている（ＹＥＳ）と判断された場合ＳＴ１５５に移行する。
【００７６】
　ＳＴ１５４では、現在の放送エリアが以前にチャンネルリストを作成した放送エリアと
異なるため、放送エリア外での予約であるとして、放送の受信及び録画を行えない可能性
があることを表示部１１３に表示し、ＳＴ１５６に移行する。
【００７７】
　ＳＴ１５５では、ユーザによって指定されたチャンネルが放送休止中又は停波状態であ
るため、放送休止中での予約であるとして、放送の受信及び録画を行えない可能性がある
ことを表示部１１３に表示し、ＳＴ１５６に移行する。
【００７８】
　ＳＴ１５６では、現時点で選局できないため、番組情報が取得できないこと、録画が失
敗する可能性があることなどを表示部１１３に表示すると共に、一定時間後に予約処理を
再度行うかユーザに選択させる。再度の予約処理を行わない（ＮＯ）場合はＳＴ１５７に
移行し、再度の予約処理を行う（ＹＥＳ）場合はＳＴ１５９に移行する。
【００７９】
　ＳＴ１５７では、ユーザに録画開始時刻と録画終了時刻の入力を要求し、ユーザからこ
れらの時刻の入力を受ける。ここでは、ユーザは既存のチャンネルリスト内のチャンネル
を予約したいものの、携帯型テレビ録画装置１００が圏外又は放送エリア外に存在したり
、所望のチャンネルの放送が休止中であったりするため、番組情報を取得することができ
ない。
【００８０】
　ＳＴ１５８では、サービスチャンネルを指定して予約し、受信チャンネルリスト内予約
を終了する。
【００８１】
　ＳＴ１５９では、放送波を取得できたとき、または一定時間後に、予約処理を再度行う
ように設定し、受信チャンネルリスト内予約を一旦終了する。
【００８２】
　次に、図３のＳＴ１３３におけるフレキシブル予約の詳細な手順について図５を用いて
説明する。図５において、ＳＴ１６１では、複数の予約方法のうち、いずれの方法で予約
するかの入力をユーザに要求し、ユーザからいずれかの予約方法の指定を受ける。複数の
予約方法としては、現在地予約、番組予約、サービス予約、放送局予約、系列局予約、リ
モコン番号予約、キーワード予約、受信レベル優先予約があり、これらの予約方法につい
ては、以下、フレキシブル予約の手順と共に順次説明する。
【００８３】
　ＳＴ１６２では、ユーザに録画開始時刻と録画終了時刻の入力を要求し、ユーザからこ
れらの時刻の入力を受ける。
【００８４】
　ＳＴ１６３では、ＳＴ１６１でユーザから指定された予約方法が現在地予約であるか否
かを判定し、現在地予約である（ＹＥＳ）と判定された場合はＳＴ１６４に移行し、現在
地予約ではない（ＮＯ）と判定された場合はＳＴ１６７に移行する。ここで、現在地予約
とは、現時点で選局可能なチャンネルリストから予約することである。
【００８５】
　ＳＴ１６４では、チャンネルサーチを行い、ＳＴ１６５では、チャンネルサーチによっ
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て最新のチャンネルリストに更新する。そして、ＳＴ１６６では、上述した受信チャンネ
ルリスト内予約を行い、フレキシブル予約を終了する。
【００８６】
　ＳＴ１６７では、ＳＴ１６１でユーザから指定された予約方法が番組予約であるか否か
を判定し、番組予約である（ＹＥＳ）と判定された場合はＳＴ１６８に移行し、番組予約
ではない（ＮＯ）と判定された場合はＳＴ１７０に移行する。番組予約とは、ユーザが番
組を指定して予約することである。
【００８７】
　ＳＴ１６８では、予約する番組の入力をユーザに要求し、ユーザから予約する番組の入
力を受ける。ＳＴ１６９では、入力された番組を指定して予約し、フレキシブル予約を終
了する。
【００８８】
　ＳＴ１７０では、ＳＴ１６１でユーザから指定された予約方法がサービス予約であるか
否かを判定し、サービス予約である（ＹＥＳ）と判定された場合はＳＴ１７１に移行し、
サービス予約ではない（ＮＯ）と判定された場合はＳＴ１７３に移行する。サービス予約
とは、ユーザがサービスまで指定して予約することである。
【００８９】
　ＳＴ１７１では、予約するサービスの入力をユーザに要求し、ユーザから予約するサー
ビスの入力を受ける。この場合、端末が全国の放送局のサービスリストを保持していれば
、その情報を基にサービスを入力する。また、サービスリストはインターネット又は他の
機器から取得してもよい。全国の放送局のサービスリストがない場合は既存の受信チャン
ネルリストからサービスを指定する。そして、ＳＴ１７２では、入力されたサービスを指
定して予約し、フレキシブル予約を終了する。
【００９０】
　ＳＴ１７３では、ＳＴ１６１でユーザから指定された予約方法が放送局予約であるか否
かを判定し、放送局予約である（ＹＥＳ）と判定された場合はＳＴ１７４に移行し、放送
局予約ではない（ＮＯ）と判定された場合はＳＴ１７６に移行する。放送局予約とは、予
約する放送局を指定し、その放送局のプライマリサービス又はＴＳで予約することである
。プライマリサービス又はＴＳのいずれを予約するかは初期設定時に決定するか、放送局
予約入力時にユーザに指定させる。ここでは、プライマリサービスを指定したものとして
説明する。
【００９１】
　ＳＴ１７４では、予約する放送局の入力をユーザに要求し、ユーザから予約する放送局
の入力を受ける。この場合、端末が全国の放送局のリストを保持していれば、その情報を
基に放送局を入力する。また、放送局リストはインターネット又は他の機器から取得して
もよい。全国の放送局リストがない場合は既存の受信チャンネルリストから放送局を入力
する。そして、ＳＴ１７５では、入力された放送局を指定して予約し、フレキシブル予約
を終了する。
【００９２】
　ＳＴ１７６では、ＳＴ１６１でユーザから指定された予約方法が系列局予約であるか否
かを判定し、系列局予約である（ＹＥＳ）と判定された場合はＳＴ１７７に移行し、系列
局予約ではない（ＮＯ）と判定された場合はＳＴ１７９に移行する。ここで、系列局につ
いて簡単に説明する。放送局にはキー局と地方局があり、地方局はキー局に所属する場合
、系列局と呼ばれる。キー局にはキー局同士を識別するためのaffiliation_idという識別
子が割り当てられており、系列局は所属するキー局のaffiliation_idを放送波に含めて送
出している。複数のキー局に所属する地方局もあり、このような地方局は複数のaffiliat
ion_idを優先順位順に送出している。また、いずれのキー局にも所属しない地方局も存在
する。
【００９３】
　系列局予約とは、予約する系列局を指定し、その系列局のプライマリサービス又はＴＳ
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で予約することである。この予約方法では、携帯型テレビ録画装置１００が、東京に存在
しても大阪に存在しても、例えば、ＴＢＳの１５：００～２０：００で放送される番組を
録画することができる。ただし、録画開始時に指定された系列局が存在しない場合は、他
の放送局からの放送を録画することになる。また、系列局はキー局と同時刻に同一番組を
放送しているとは限らないので、ユーザが所望の放送を録画することができないことがあ
る。
【００９４】
　ＳＴ１７７では、予約する系列局の入力をユーザに要求し、ユーザから予約する系列局
の入力を受ける。そして、ＳＴ１７８では、入力された系列局を指定して予約し、フレキ
シブル予約を終了する。
【００９５】
　ＳＴ１７９では、ＳＴ１６１でユーザから指定された予約方法がリモコン番号予約であ
るか否かを判定し、リモコン番号予約である（ＹＥＳ）と判定された場合はＳＴ１８０に
移行し、リモコン番号予約ではない（ＮＯ）と判定された場合はＳＴ１８２に移行する。
リモコン番号予約とは、予約するリモコン番号又は３桁番号を指定し、リモコン番号が指
定された場合にはプライマリサービスを予約し、３桁番号が指定された場合には、該当す
る放送局はあるが、指定されたサービスがないと、プライマリサービス又はＴＳを予約す
ることである。周波数チャンネルが異なるのみで同一の放送が行われるＭＦＮ（Multi Fr
equency Network）内を移動する場合、リモコン番号やサービス番号は変わらないため、
ＭＦＮ内を移動することが多いユーザはリモコン番号予約が便利である。また、リモコン
キー番号は系列局で同一番号を使用する場合が多いため、移動先においても所望の番組で
予約を実行する可能性を向上させることができる。
【００９６】
　ＳＴ１８０では、予約するリモコン番号の入力をユーザに要求し、ユーザから予約する
リモコン番号の入力を受ける。そして、ＳＴ１８１では、入力されたリモコン番号を指定
して予約し、フレキシブル予約を終了する。
【００９７】
　ＳＴ１８２では、ＳＴ１６１でユーザから指定された予約方法がキーワード予約である
か否かを判定し、キーワード予約である（ＹＥＳ）と判定された場合はＳＴ１８３に移行
し、キーワード番号予約ではない（ＮＯ）と判定された場合はＳＴ１８５に移行する。キ
ーワード予約とは、番組名やジャンル等のキーワードを指定し、指定されたキーワードを
含む放送を予約することである。キーワードとしては、ＥＩＴ情報、他のＰＳＩ／ＳＩ情
報等に含まれる情報であれば何でもよい。
【００９８】
　ＳＴ１８３では、キーワードの入力をユーザに要求し、ユーザからキーワードの入力を
受ける。このとき、複数のキーワードが入力される場合、その優先順位の入力も受ける。
これにより、優先順位の高いキーワードで検索された番組と優先順位の低いキーワードで
検索された番組とが異なる場合、優先順位の高いキーワードで検索された番組が予約され
ることになる。そして、ＳＴ１８４では、入力されたキーワードと一致する番組を指定し
て予約し、フレキシブル予約を終了する。
【００９９】
　ＳＴ１８５では、録画開始時に受信レベルが最も高い放送局のプライマリサービス又は
ＴＳを指定して予約し、フレキシブル予約を終了する。受信状態優先予約とは、最も受信
状態のよいチャンネルを予約することであり、ここでは受信状態を受信レベルとして説明
するが、これに限らず電界強度、ビット誤り率、パケット誤り率などでもよい。
【０１００】
　このように予約された内容で録画するには、録画開始前に準備が必要である。この準備
を予約準備処理として、以下にその手順について図６を用いて説明する。図６において、
ＳＴ１９１では、予約録画開始の一定時間前に携帯型テレビ録画装置１００を起動する。
一定時間としては、チャンネルサーチに要する時間よりも長いことが望ましい。
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【０１０１】
　ＳＴ１９２では、予約方法に従った準備を行う。各予約方法の予約準備処理については
後述する。ＳＴ１９３では、予約処理時に予約情報として周波数チャンネルとサービスチ
ャンネルが予約情報記憶部１０７に記憶されているので、このチャンネルで選局を行い、
チャンネル情報以外のＰＳＩ／ＳＩ情報を取得し、予約情報テーブルを補完する。
【０１０２】
　ＳＴ１９４では、予約処理時に予約情報として予約情報記憶部１０７に記憶された録画
開始時刻及び録画終了時刻をＳＴ１９３で取得したＰＳＩ／ＳＩ情報に含まれる番組の開
始時刻及び終了時刻に変更するか否かを判定する。変更するか否かは初期設定で予め設定
しておき、初期設定を確認してもよいし、ユーザに通知して変更するか否かの判断を求め
てもよい。時刻情報を補正する（ＹＥＳ）と判定された場合はＳＴ１９５に移行し、補正
しない（ＮＯ）と判定された場合はＳＴ１９６に移行する。
【０１０３】
　ＳＴ１９５では、予約情報記憶部１０７に記憶された録画開始時刻及び録画終了時刻を
ＳＴ１９３で取得したＰＳＩ／ＳＩ情報に含まれる番組の開始時刻及び終了時刻に変更す
る。
【０１０４】
　ＳＴ１９６では、予約処理で指定された予約情報に該当する番組があれば、その旨ユー
ザに通知する。また、該当する番組がなければ、その旨ユーザに通知する。さらに、放送
が圏外の場合も圏外であることをユーザに通知する。通知の方法は、文字表示、音声、振
動などである。
【０１０５】
　ＳＴ１９７では、現時点の予約内容でよい（予約内容ＯＫ）かユーザに確認を要求する
。通知された予約内容でよい（ＹＥＳ）と入力されたら予約準備処理を終了し、通知され
た予約内容では不可（ＮＯ）と入力されたらＳＴ１９８に移行する。一定時間、ユーザか
らの入力がない場合は、通知された予約内容でよいものとし、予約準備処理を終了する。
【０１０６】
　ＳＴ１９８では、一定時間後、再度予約準備処理を実行するか否かの指示をユーザに求
める。間欠受信により放送圏内になった場合、また、放送エリアが変わった場合も同様に
、再度予約準備処理を実行するか否かの指示をユーザに求める。再度予約準備処理を実行
しない（ＮＯ）と入力された場合ＳＴ１９９に移行し、再度予約準備処理を実行する（Ｙ
ＥＳ）と入力された場合はＳＴ２００に移行する。
【０１０７】
　ＳＴ１９９では、ユーザによって予約内容が修正又は削除され、予約準備処理を終了す
る。また、ＳＴ２００では、再度予約準備処理を実行し、一旦予約準備処理を終了する。
【０１０８】
　次に、図６のＳＴ１９２における各予約方法に従った予約準備処理についてそれぞれ図
を用いて説明する。図７は、番組予約の準備処理の手順を示すフロー図である。この図に
おいて、ＳＴ２１１では、予約情報として予約情報記憶部１０７に記憶されているサービ
スチャンネルで選局し、選局したチャンネルの番組情報を取得する。ＳＴ２１２では、指
定された番組が指定された時間に開始されるか取得した番組情報に基づいて判定し、開始
される（ＹＥＳ）と判定されたら番組予約準備を終了し、開始されない（ＮＯ）と判定さ
れたらＳＴ２１３に移行する。
【０１０９】
　ＳＴ２１３では、チャンネルサーチを行い、受信可能なチャンネルが検出されれば、そ
のチャンネルのＰＳＩ／ＳＩ情報を取得する。全てのＰＳＩ／ＳＩ情報を取得するか、一
部のＰＳＩ／ＳＩ情報を取得するかは問わない。
【０１１０】
　ＳＴ２１４では、ＳＴ２１３におけるチャンネルサーチの結果に基づいて、受信可能な
チャンネルがあるか否かを選局制御部１２２が判定する。受信可能なチャンネルがない、



(15) JP 4355272 B2 2009.10.28

10

20

30

40

50

すなわち、圏外である（ＮＯ）と判定された場合はＳＴ２１５に移行し、受信可能なチャ
ンネルがある（ＹＥＳ）と判定された場合はＳＴ２１６に移行する。
【０１１１】
　ＳＴ２１５では、一定時間後、又は間欠受信により放送波が受信できたときに、再度番
組予約準備処理を行うように設定し、番組予約準備処理を終了する。
【０１１２】
　ＳＴ２１６では、ＳＴ２１３において取得したＰＳＩ／ＳＩ情報に基づいて、指定した
チャンネルとは異なる他のチャンネルに指定した番組が指定した時間から一定時間内にあ
るか否かを判定する。指定した番組が他のチャンネルにない（ＮＯ）と判定されたらＳＴ
２１７に移行し、指定した番組が他のチャンネルにある（ＹＥＳ）と判定された場合ＳＴ
２１８に移行する。ここで、指定した時間から一定時間とは、録画開始時刻又は録画終了
時刻から例えば２４時間である。
【０１１３】
　ＳＴ２１７では、後述するサービス予約準備を行い、番組予約準備処理は終了する。一
方、ＳＴ２１８では、指定したチャンネルとは異なる他のチャンネルの番組に予約内容を
変更し、番組予約準備処理を終了する。
【０１１４】
　次に、サービス予約準備処理について図８を用いて説明する。ただし、図８が図７と共
通する部分は図７と同一の符号を付し、重複する説明は省略する。図８において、ＳＴ２
２１では、ＳＴ２１１において選局したサービスチャンネルに指定したサービスがあるか
否かを判定する。指定したサービスがある（ＹＥＳ）と判定された場合、サービス予約準
備処理を終了し、指定したサービスがない（ＮＯ）と判定された場合ＳＴ２２２に移行す
る。
【０１１５】
　ＳＴ２２２では、チャンネルサーチが既に行われているか否かを判定し、行われている
（ＹＥＳ）と判定されたらＳＴ２２３に移行し、行われていない（ＮＯ）と判定されたら
ＳＴ２１３に移行する。
【０１１６】
　ＳＴ２２３では、ＳＴ２１３において取得したＰＳＩ／ＳＩ情報に基づいて、指定した
チャンネルとは異なる他のチャンネルに指定したサービスが指定した時間から一定時間内
にあるか否かを判定する。指定したサービスが他のチャンネルにある（ＹＥＳ）と判定さ
れた場合ＳＴ２２５に移行し、指定したサービスが他のチャンネルにない（ＮＯ）と判定
されたらＳＴ２２４に移行する。
【０１１７】
　ＳＴ２２４では、後述する放送局予約準備を行い、サービス予約準備処理は終了する。
一方、ＳＴ２２５では、指定したチャンネルとは異なる他のチャンネルのサービスに予約
内容を変更し、サービス予約準備処理を終了する。
【０１１８】
　次に、放送局予約準備処理について図９を用いて説明する。ただし、図９が図８と共通
する部分は図８と同一の符号を付し、重複する説明は省略する。図９において、ＳＴ２３
１では、ＳＴ２１１において選局した周波数チャンネルに指定した放送局があるか否かを
判定する。放送局予約では、サービスチャンネルは予約時に指定されていないので、周波
数チャンネルでの選局となる。指定した放送局がある（ＹＥＳ）と判定された場合、放送
局予約準備処理を終了し、指定した放送局がない（ＮＯ）と判定された場合ＳＴ２２２に
移行する。
【０１１９】
　ＳＴ２３２では、取得したＰＳＩ／ＳＩ情報に基づいて、指定した放送局とは異なる他
の放送局に指定した番組が指定した時間から一定時間内にあるか否かを判定する。指定し
た番組が他の放送局にある（ＹＥＳ）と判定された場合ＳＴ２３５に移行し、指定した番
組が他の放送局にない（ＮＯ）と判定されたらＳＴ２３４に移行する。
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【０１２０】
　ＳＴ２３４では、後述する系列局予約準備を行い、放送局予約準備処理は終了する。一
方、ＳＴ２３５では、指定した放送局とは異なる他の放送局のプライマリサービス又はＴ
Ｓで録画するように予約内容を変更し、放送局予約準備処理を終了する。
【０１２１】
　次に、系列局予約準備処理について図１０を用いて説明する。図１０において、ＳＴ２
４１では、チャンネルサーチが既に行われているか否かを判定し、行われている（ＹＥＳ
）と判定されたらＳＴ２４５に移行し、行われていない（ＮＯ）と判定されたらＳＴ２４
２に移行する。
【０１２２】
　ＳＴ２４２では、チャンネルサーチを行い、受信可能なチャンネルが検出されれば、そ
のチャンネルのＰＳＩ／ＳＩ情報を取得し、ＳＴ２４３に移行する。全てのＰＳＩ／ＳＩ
情報を取得するか、一部のＰＳＩ／ＳＩ情報を取得するかは問わない。
【０１２３】
　ＳＴ２４３では、ＳＴ２４２におけるチャンネルサーチの結果に基づいて、受信可能な
チャンネルがあるか否かを選局制御部が判定する。受信可能なチャンネルがある（ＹＥＳ
）と判定された場合はＳＴ２４５に移行し、受信可能なチャンネルがない、すなわち、圏
外である（ＮＯ）と判定された場合はＳＴ２４４に移行する。
【０１２４】
　ＳＴ２４４では、一定時間後、又は間欠受信により放送波が受信できたときに、再度系
列局予約準備処理を行うように設定し、一旦系列局予約準備処理を終了する。
【０１２５】
　ＳＴ２４５では、予約系列局があるか否かが判定され、予約系列局がある（ＹＥＳ）と
判定された場合はＳＴ２４７に移行し、予約系列局がない（ＮＯ）と判定された場合はＳ
Ｔ２４６に移行する。
【０１２６】
　ＳＴ２４６では、後述するリモコン番号予約準備を行い、系列局予約準備処理は終了す
る。一方、ＳＴ２４７では、指定した系列局の周波数チャンネルとサービスチャンネルと
を予約情報として設定し、系列局予約準備処理を終了する。ただし、予めＴＳ録画が設定
されている場合は、周波数チャンネルのみを設定する。系列局では複数のキー局の系列と
なっている場合もあり、また、放送エリアの関係から指定された系列局が複数検出される
場合がある。このような場合、系列局情報の優先度が高いチャンネルを設定する。優先度
も同一の場合は受信レベルの高いチャンネルを設定する。
【０１２７】
　次に、リモコン番号予約準備処理について図１１を用いて説明する。ただし、図１１が
図１０と共通する部分は図１０と同一の符号を付し、重複する説明は省略する。図１１に
おいて、ＳＴ２５１では、受信可能なチャンネルのＰＳＩ／ＳＩ情報に予約処理時に指定
されたリモコン番号又は３桁番号が含まれているか否かを判定する。リモコン番号又は３
桁番号が含まれている（ＹＥＳ）と判定された場合ＳＴ２５３に移行し、含まれていない
（ＮＯ）と判定された場合ＳＴ２５２に移行する。
【０１２８】
　ＳＴ２５２では、後述するキーワード予約準備を行い、リモコン番号予約準備処理は終
了する。一方、ＳＴ２５３では、ＳＴ２５１においてＰＳＩ／ＳＩ情報に含まれていると
判定されたリモコン番号又は３桁番号のチャンネルを予約情報に設定する。なお、該当す
るチャンネルが複数存在する場合は、受信レベルの高いチャンネルを設定する。
【０１２９】
　次に、キーワード予約準備処理について図１２を用いて説明する。ただし、図１２が図
１０と共通する部分は図１０と同一の符号を付し、重複する説明は省略する。図１２にお
いて、ＳＴ２６１では、受信可能なチャンネルのＰＳＩ／ＳＩ情報に予約処理時に指定さ
れたキーワードが含まれているか否かを判定する。キーワードが含まれている（ＹＥＳ）
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と判定された場合ＳＴ２６３に移行し、含まれていない（ＮＯ）と判定された場合ＳＴ２
６２に移行する。
【０１３０】
　ＳＴ２６２では、後述する受信状態優先予約準備を行い、キーワード予約準備処理は終
了する。一方、ＳＴ２６３では、ＳＴ２６１においてキーワードがＰＳＩ／ＳＩ情報に含
まれていると判定された番組を予約情報に設定する。なお、該当する番組が複数存在する
場合は、優先順位の高いキーワードを含む番組を設定する。また、キーワードとして全て
一致する場合は、放送時間が近い番組、受信レベルが高い番組を予約する。
【０１３１】
　次に、受信状態優先予約準備処理について図１３を用いて説明する。ただし、図１３が
図１０と共通する部分は図と同一の符号を付し、重複する説明は省略する。図において、
ＳＴ２７１では、チャンネルサーチを行い、ＳＴ２４３に移行する。
【０１３２】
　ＳＴ２７２では、ＳＴ２４１においてチャンネルサーチが既に行われていると判定され
た場合、及び、ＳＴ２４３において受信可能チャンネルがあると判定された場合、受信レ
ベルが最も高いチャンネルを予約情報として設定し、受信状態優先予約準備処理を終了す
る。
【０１３３】
　このように実施の形態１によれば、予約準備処理を行う際には、予約処理時に指定され
た予約方法で予約準備を行い、その予約準備処理が失敗した場合には、順位付けされた予
約方法のうち次位の予約方法による予約準備処理を行うことにより、予約時と録画開始時
とで放送エリアが異なり、指定された予約方法によって予約準備処理を行えない場合でも
、指定された番組を録画する可能性を向上させることができる。
【０１３４】
　なお、本実施の形態では、予約方法として、現在地予約、番組予約、サービス予約、放
送局予約、系列局予約、リモコン番号予約、キーワード予約、受信状態優先予約を挙げて
説明したが、本発明はこれに限らず、これらの予約方法のいずれかを用いてもよい。
【０１３５】
　また、本実施の形態では、予約処理時に指定された予約方法による予約準備処理が失敗
したときに、順位付けされた予約方法のうち次位の予約方法による予約準備処理を行うも
のとして説明したが、予約方法の順位付けはどのような順位でもよく、ユーザの指示など
により順位を変更してもよい。
【０１３６】
　また、本実施の形態では、番組情報及び放送局情報を放送波から取得するものとして説
明したが、本発明はこれに限らず、インターネットなど他のネットワークを経由して取得
してもよい。
【０１３７】
　また、予約処理時にサービスチャンネルが指定されない予約方法では、プライマリサー
ビスの録画を行ってもよいし、ＴＳ録画を行ってもよい。
【０１３８】
　また、起動時、選局時、録画中又は視聴中に移動に伴って放送エリアを変更した場合、
もしくは受信レベルが劣化し、指定チャンネルの放送受信が困難になった場合、指定され
た予約方法による予約準備処理が失敗したときに、順位付けされた予約方法のうち次位の
予約方法による予約準備処理を行う方法を用いて、チャンネルを自動的に切り替えて録画
又は視聴を継続するようにしてもよい。
【０１３９】
　（実施の形態２）
　図１４は、本発明の実施の形態２に係る携帯型テレビ録画装置３００の構成を示すブロ
ック図である。ただし、図１４が図１と共通する部分は図１と同一の符号を付し、重複す
る説明は省略する。図１４において、通信部３０１は、制御部１１１からの制御を受けて
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、赤外線、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈなどの近距離無線通信、又は無線ＬＡＮ（Local Area Net
work）、ＬＡＮなどの通信を行い、他の携帯型テレビ録画装置又は据置型テレビ録画装置
（以下、「外部機器」という）に録画要求を行う。
【０１４０】
　次に、上記構成を有する携帯型テレビ録画装置３００の予約処理について図１５を用い
て説明する。ただし、図１５が図３と共通する部分は図３と同一の符号を付し、重複する
説明は省略する。図１５において、ＳＴ３１１では、ＳＴ１３４において表示した予約内
容と同一の予約要求を外部機器に行うか否かをユーザに要求し、ユーザから外部機器への
予約要求指示を受けるとＳＴ３１２に移行し、予約要求指示を受けないと、表示した予約
内容で携帯型テレビ録画装置３００の予約を確定し、予約処理を終了する。
【０１４１】
　ＳＴ３１２では、受信チャンネルリストを基に予約準備処理を行い、予約情報を補完す
る。これは、フレキシブル予約では予約情報が少なく、一般の外部機器では予約すること
ができないため、外部機器で予約できるように情報を補完する。具体的には、予約情報を
番組予約又はサービス予約の内容になるように予約情報を作成する。
【０１４２】
　ＳＴ３１３では、補完された予約情報で外部機器に予約要求を行うと共に携帯型テレビ
録画装置３００の予約を行い、予約処理を終了する。
【０１４３】
　このように実施の形態２によれば、携帯型テレビ録画装置の予約を行うと共に外部機器
に予約要求を行うことにより、携帯型テレビ録画装置で録画を行えない場合でも、確実に
録画することができる。
【０１４４】
　なお、上述した各実施の形態では、録画予約の予約処理及び予約準備処理を行う場合に
ついて説明したが、本発明はこれに限らず、視聴予約（テレビ再生予約）を行う場合でも
同様に実施することができ、予約に従って録画又は視聴を行う場合、特許請求の範囲にお
いては予約を実行すると記載する。
【０１４５】
　また、上述した各実施の形態では、携帯型テレビ録画装置として説明したが、本発明は
これに限らず、自動車等に搭載可能なテレビ録画装置でもよい。
【産業上の利用可能性】
【０１４６】
　本発明にかかるデジタル放送受信装置は、放送エリアを越えて移動する場合でも、位置
情報を用いることなく、現在地における放送波を高い確率で取得するという効果を有し、
携帯電話等の小型携帯端末に適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１４７】
【図１】本発明の実施の形態１に係る携帯型テレビ録画装置の構成を示すブロック図
【図２】図１に示した制御部の内部構成を示すブロック図
【図３】図１に示した携帯型テレビ録画装置の予約処理を示すフロー図
【図４】図３に示した受信チャンネルリスト内予約の詳細な手順を示すフロー図
【図５】図３に示したフレキシブル予約の詳細な手順を示すフロー図
【図６】予約準備処理の手順を示すフロー図
【図７】番組予約の準備処理の手順を示すフロー図
【図８】サービス予約の準備処理の手順を示すフロー図
【図９】放送局予約の準備処理の手順を示すフロー図
【図１０】系列局予約の準備処理の手順を示すフロー図
【図１１】リモコン番号予約の準備処理の手順を示すフロー図
【図１２】キーワード予約の準備処理の手順を示すフロー図
【図１３】受信状態優先予約の準備処理の手順を示すフロー図
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【図１４】本発明の実施の形態２に係る携帯型テレビ録画装置の構成を示すブロック図
【図１５】図１４に示した携帯型テレビ録画装置の予約処理を示すフロー図
【図１６】チャンネルの定義を概念的に示す図
【図１７】特許文献１に記載された携帯型テレビ録画装置の構成を示すブロック図
【符号の説明】
【０１４８】
　１０１　アンテナ
　１０２　チューナ部
　１０３　多重化分離部
　１０４　入力部
　１０５　時刻情報取得部
　１０６　受信チャンネルリスト記憶部
　１０７　予約情報記憶部
　１０８　録画処理部
　１０９　録画記憶部
　１１０　録画読み出し処理部
　１１１　制御部
　１１２　映像処理部
　１１３　表示部
　１１４　音声処理部
　１１５　音声出力部
　１２１　全体制御部
　１２２　選局制御部
　１２３　周波数チャンネル選局部
　１２４　放送解析部
　１２５　サービスチャンネル選局部
　１２６　録画制御部
　１２７　ストリーム制御部
　１２８　予約制御部
　３０１　通信部
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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【図１７】
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